
令和３年度　学校評価表

学校評価の流れ（※令和３年度の学校評価が令和４年度および令和５年度の教育活動につながる部分のみ表記しています。）

校区教育協働委員会

品川区立後地小学校 校長 西川　幸延

後地小学校校区教育協働委員会 委員長 鈴木　聡

　校区教育協働委員会は、品川区校区教育協働委員会設置要綱（改正  令和２年３月17日 教育長決定 要綱第７号）
に基づき、次に掲げる事項について、学校評価を行っています。
　(1) 学力に関すること。
　(2) 人間性や社会性に関すること。
　(3) 体力・健康に関すること。
　(4) いじめ防止の取組に関すること。
　(5) 特色ある教育活動に関すること。

　学校評価を行う際、評価項目ごとに「成果指標」と「取組指標」を設定し、取組状況と取組によって表れた成果に
ついて把握しています。学校評価により浮き彫りになった学校の課題を委員会で共有し、改善策を考えました。
　学校評価の結果を公表するとともに、今年度の取組の見直しや来年度の教育課程の編成に生かしていきます。
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令和３年度　学校評価　品川区立後地小学校

評価項目１ 学力に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

年度当初から「学習ルール１０」の指導を徹
底し、学年・学級での学習規律を明確に示し
実践する。

毎月、児童へ学習ルール１０に関する自己評価を行うことで、
意識づけを行うことができた。 A

2学期末までに、「学習ルール１０」を9割の児
童に定着させ、学習における規則正しい生
活を送るようにする。

自己評価の結果からは「できる」「概ねできる」を合わせて8割
程度であったので次年度以降も徹底を図る。 C

区学力定着度調査で、標準スコアを前年度
より高める。

学年別、項目別17項目中11項目で達成。（65％）
理科は実施学年のすべてで下回っている。 B

学習のめあてを板書し、学んだことを振り返
る時間を設定することで、一単位時間の学習
内容を定着させる。

学習のめあてとまとめを毎時間板書するように徹底を図った。 A

授業中の個別指導や、放課後等の補習授業
など充実させる。

学年・学級単位での取組になったので、全体で行えるよう取り
組んでいく。 B

全学年で授業研究を実施し、教員の授業力
を向上させる。

全学年で研究授業を実施することができ、指導助言を行った。 A

年3回の授業観察を活用して、教員が参観で
きる環境をつくり、多くの教員から助言をもら
える環境をつくる。

年間3回の授業観察で、他の教員も参観できる環境をつくるこ
とができたが、参観者数は少なかった。 B

若手教員の授業を月1回以上観察し、指導
力の向上を図るよう指導する。

若手教員の授業は一日一回以上観察することができた。指導
等については月に1回程度にとどまった。 B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

・前年度と比較すると５０％から７５％に上
がった。項目数を１５項目達成できるようにし
ていく。
・前年度と同様に理科が課題である。児童の
興味関心を高める導入の展開を進めていく。
・個別課題はまだ残るので、学級の状況を十
分に把握して、個別指導を更に徹底してい
く。
・放課後の会議等の精選を図っていく。

③

・講師を招聘しての研究授業を年間４回行う
ことができたことで、研究に関する意識が高
まった。引き続き研究授業を実施し、授業力
の向上を図る。
・初任者を中心に若手教員が授業参観をで
きるシステムづくりができた。自己申告の授
業観察に併せて、多くの教員から指導法を
学ひ、振り返る流れを引き続き行っていく。

②

◎義務教育9年間を通して、学力の基盤を定着させる。
　・基礎的基本的な学力を確実に身に付ける。
　・「学習ルール１０」の指導を徹底する。
　・東京ベーシックドリルなどを活用した個別指導の充実を図る。
　・校内研究や授業観察等から教員の指導力の向上を図る。

・学習ルール１０に関する自己評価を行うこ
とで、児童が学習ルール１０を意識して学習
できるようになっている。引き続き、学習ルー
ル１０の意識づけを進める。
・9割にするためにも、学習の中で教師が意
識して学習ルール１０に関する指導を行う。

今後の課題と改善策

重点目標

評
価
指
標

①



令和３年度　学校評価　品川区立後地小学校

評価項目２ 人間性や社会性に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

教員は挨拶や礼儀、場に応じた行動を率先
して行い、一貫性をもって児童に対して、毅
然とした態度で指導する。

児童アンケート調査から、正しい言葉遣いで指導していると9
割以上の回答があった。 A

9割の児童が、挨拶、返事、正しい言葉遣い
をできるようにする。

挨拶、返事、正しい言葉遣いに関する児童アンケートからは、
９割の児童が「できる」「概ねできる」と回答した。 A

年度当初から生活指導の5項目を行えるよう
指導するとともに、学校のきまりを意識した
規範意識を高める。

毎月、児童へ生活指導の5項目に関する自己評価を行うこと
で、意識づけを行うことができた。 A

2学期末までに、生活指導の5項目を9割の
児童に定着させ、規則正しい生活ができるよ
うにする。

自己評価の結果からは「できる」「概ねできる」を合わせて8割
程度であったので次年度以降も徹底を図る。 C

学校のきまりを意識させる取組を行う。
学校のきまりを基に週目標を行うような取組が十分ではな
かった。 C

地域との関わりを重視した取組を充実させ
る。

コロナ禍の中で、従前から行っていた取組ができないことが多
かった。 C

「あいさつの日」を意識させ、地域の方々に
進んであいさつができるようにする。

児童は、「あいさつの日」を意識して登校することができ、地域
の方々へあいさつをすることができた。 A

地域清掃を行うことで、地域との関わりを深く
する。

地域の公園や施設での地域清掃を行うことができ、日頃から
遊んでいる場所を大切に使おうとする気持ちが身に付いた。 B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

③

・あいさつの日は、校長が率先して地域巡り
をし児童へ、地域住民への挨拶を行うよう声
掛けをした。引き続き、校長が地域をめぐり
挨拶を行っていく。
・地域清掃は児童にとって、地域をきれいに
しようという意識が高まった。引き続き地域
清掃を行い、児童の意識を高めていく。

◎「あいさつ」「時間」「約束」「役割」の指導を徹底する。
　・「笑顔とあいさつ　後地スマイル宣言」を推進する。
　・言葉遣いの指導を重点とする。
　・教員と児童の信頼関係を構築する。
  ・社会的な役割や社会の一員としての自覚をもたせる。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

・６年生が中心となった挨拶運動が十分にで
きるようになってきた。５年生も交えて取組を
強化していく。
・児童一人一人が挨拶をすることの大切さを
学べた。学期はじめなどは声が小さくなる傾
向があるので、挨拶運動を重点化する。

②

・生活指導の５項目を自己評価させたことに
よって児童の意識定着につながった。引き続
き行っていく。
・自己評価が８割にとどまっている。朝の会
や帰りの会を使って、生活指導の５項目につ
いて振り返り、さらに意識を高めていく。
・学校のきまりを意識した週目標の徹底が図
られるように、全校朝会の看護当番の話から
児童に伝えられるようにする。



令和３年度　学校評価　品川区立後地小学校

評価項目３ 体力・健康に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

体育科を中心とした校内研究を行い、体を動
かすことが好きな児童を育成する。

体育科の研究の初年度であったが、児童の学習意欲を高め
る研究を行うことができた。 B

年間2回の校内研修を行うとともに、年間4回
の授業研究から体を動かす楽しさを学んで
いく。

校内研究や研修を通して、体育科における教材研究等の行い
方を学ぶことができた。 B

スポーツトライアル、ワンミニッツエクササイ
ズを実践する。

年間を通して、スポーツトライアルやワンミニッツエクササイズ
を行うことができた。 B

運動委員会の児童活動で休み時間に実践
する。

コロナ禍で他学年との関わりに制限が多く、活動ができなかっ
た。 C

家庭でのワンミニッツエクササイズの実践を
行う。

家庭生活の負担軽減のため、前年度より抑制した。 B

「早寝・早起き・朝ごはん」等の健康に過ごす
ことの大切さを身に付けるようにする。

規則正しい生活習慣を身に付けると共に、手洗い等のコロナ
禍での取組も行うことができた。 B

学校だよりや学年だより、保健だよりで「早
寝・早起き・朝ごはん」に関する取組の必要
性を周知する

学校だよりや保健だよりで「早寝・早起き・朝ごはん」の重要性
について周知することができた。 A

保護者会や個人面談等で、学年や学級の児
童の実態を保護者に伝える。

健康面に関する取組につて周知することができた。 B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

③

・児童からも今頑張っていることの一つとして
規則正しい生活習慣に関する発言が多く
なってきた。意識啓発ができている。引き続
き、保健だより等で啓発していく。
・体育・健康教育推進校として、健康面に関
する授業研究を行っていく。

○児童の実態を踏まえた体力向上の取組や、健康に関する取組を重視する。
　・体育科を中心とした校内研究を行う。
　・年間を通して、体力向上に関する取組を行う。
　・規則正しい生活習慣を身に付ける取組を行う。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

・若手教員が多いが、一人一人が指導法を
学ぶために意欲的に研究することができた。
・東京都体育・健康教育推進校として、引き
続き体育科の研究を行っていく。

②

・スポーツトライアルやワンミニッツエクササ
イズもできる範囲での取り組みとなった。運
動委員会の児童活動は計画段階で止まって
いるので、現状でできることを検討し、実施で
きるようにする。
・家庭への啓発は、学校ホームページ等で
更に進めていく。



令和３年度　学校評価　品川区立後地小学校

評価項目４ いじめの防止の取組に関すること

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

いじめに関する実態調査を重視する。
毎月の生活指導委員会で各学年の状況を共有することで、い
じめ問題の早期発見・早期解決を図ることができた。 A

毎学期の区の調査に加え、学校独自に年3
回調査を行うことで、児童の様子を常に見と
る環境をつくる。

学校独自のアンケート調査を行うことで、より細かく児童の実
態を把握することができた。 A

いじめ事案を3か月以内で１００％解決する。
いじめ事案が起こった場合は3か月以内に１００％解決するこ
とができた。 A

生活指導の打ち合わせを毎週行い、早期発
見、早期解決の組織的対応をする。

生活指導夕会等で各学級の実態報告を行うことで、学校全体
で共有することができ、早期発見・早期解決することができた。 A

いじめ等対策委員会を月に1回開催し、共通
理解と全校取組を推進する。

いじめ等対策委員会を月に1回開催することができ、共通理解
と全校取組を推進することができた。 A

児童アンケートで学校生活の肯定的な評価
を前年度より高める。

児童アンケートでは、否定的な評価はなく、肯定的な評価が多
かった。 B

「笑顔とあいさつ　後地スマイル宣言」のキャ
ラクター「キラりん」を象徴とした取組をする。

土曜日授業の際には、「キラりん」のバッジを全校児童がつ
け、いじめ根絶に向けた意識を高めることができた。 A

他者理解を高める、前年度までの研究を生
かした実践を継続する。

他者理解に努めることはできたが、前年度の研究を生かすま
でにはいたらなかった。 B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

・取組としての成果は見られたが、事案数が
少なかったこともあり、課題意識をもつことに
課題が残った。単なるトラブルと解決せず、
記録を残していく。
・児童のサインを見逃さないように日頃から
担任と児童との関わりを密にしたり、児童が
相談しやすい環境整備を更に進めたりする。

③

・いじめのない人間関係を構築することがい
じめ対策には必要なことである。その取組を
充実させるためにも、担任と児童との関わり
が十分に保てるよう、放課後の時間を有効
活用できる校務体制を進めてきた。
・放課後に子どもと遊ぶ教師も出ているので
さらに校務体制の精選を行っていく。

重点目標

◎早期発見、早期解決で解決を図る。
　・全教職員の情報共有で全校で指導する。
　・常時、いじめ等対策委員会を機能させる。
　・「笑顔とあいさつ」の実践を推進する。

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

・実態調査は、未然防止・早期発見につな
がった。引き続き実施していく。



令和３年度　学校評価　品川区立後地小学校 公開

評価項目５ （特色ある教育活動に関すること）

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

児童の80％以上が腰骨を立てた姿勢で座る
ことができる。

自己評価の結果からは8割の児童が腰骨を立てたと回答した
が、常時意識するまでにはいたらなかった。 B

　授業の始業時、終業時に意識と行動を高
める声掛けをする。

授業の始業時、終業時に意識と行動を高める声掛けをしたこ
とで、腰骨を立てることの大切さを学ぶことができた。 A

可動式机、いすを使って、児童の腰骨姿勢を
保つようにする。

可動式の机やいすを全児童が使えるようになったが、計測後
に、自身の身長等に合わせて使うことへの意識が薄かった。 C

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

◎「立腰教育」で児童の自立と自律を育む。
　・始業時、終業時に意識させる。
　・配置された可動式の机・椅子を活用して、児童に合った立腰姿勢ができるようにする。重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

・全校朝会で、腰骨の立て方について指導を
行ったことで、児童の意識が高まった。引き
続き、学期に１回程度、腰骨の立て方につい
て指導を行っていく。
・授業観察の際には、児童へ直接「校長先生
が教えた腰骨の立て方をやってみましょう。」
と言って直接指導を行い、腰骨を立てること
を意識づけていく。
・学期に１回の計測を基に、可動式の机・椅
子の高さを適正にできるようになっている。


